
１．はじめに

補強土壁工法は、狭隘な山間地などでの道路築
造や、既設道路拡幅を行う時、基面から道路天端
までの高低差が大きい場合、より少ない用地取得
の中で、出来るだけ広い道路幅を確保する為に有
効な直壁タイプであり、広く用いられている工法
である。この工法中、湧水や浸水に備えて内部に
設置される地下排水工は、自身の経験において工
程管理などの施工管理を行う上で、常に頭を悩ま
すものであった。
そこで、機能性維持と施工性向上の両立を目指
し検討を行った。その事例について報告する。

２．現場における問題点

長期的な補強土壁構造の安定は、盛土材力学特
性に依存する為、地下排水工が必要不可欠であるが、
本体構造物である補強土壁の施工手順や、補強材
配置場所の影響を強く受ける。そのため単純と思
える地下排水工が、複雑な要素を持つものとなり、
工程や予算管理などの施工管理を困難にしている。
過去事例より地下排水工の一例を（図―１）に示す。
・通常の地下排水工施工手順
１）施工基面まで補強土壁盛土を完成させる
２）基面を地下排水工断面（台形型）に床掘する
３）不織布敷設と管周砕石施工、有孔管配管
４）不織布巻立（頂部にてラップ長１０cm確保）

・施工管理を困難にしていると考えられる事項
２）について…ここで行う床掘作業は、盛土し
た場所であるため、床掘費用の計上がない。だが
地下排水工の先行施工は物理的に不可。またこの
時、既に埋設されている補強材を損傷させる恐れ
もある。
３）について…有孔管製品定尺長は概ね４ｍ。
排水工として機能させるために、流末高さや補強
土壁の壁前面埋戻しラインの考慮、現地状況に応
じた勾配確保の必要があり、縦断方向水平施工す
る盛土に対し、４ｍある有孔管の内、１～２ｍ程
度しか巻き立てまで完了させる事ができず、残長
は次施工が可能となる基面高さ（１層２５０mm又
は３００mmを２層）まで施工不可。勾配の影響で
補強材と重複場所も出る。
４）について…盛立箇所の再床掘は、地山床掘
に比べ崩れる為、断面形状維持が困難、巻立砕石
や不織布など材料食込量が予想以上に激しい。
全体…山間地谷部では、機械搬入が容易でない
他、材料ストックヤードの確保も厳しい。
また、一般に壁面材設置の使用機械は、狭隘な
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図―１ 地下排水工の一例
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場所で全ての状況に余裕が無い為、多用途に使用
できるバックホウ（クレーン機能付）を使用する。
この時の選定条件は吊上げ能力が最優先となり、
小型機械は選定できない。この事から地下排水工
床掘には過剰となるが、２ランク程度上の機械を
使用している。床掘の断面形状維持が困難な状況
もあり、材料食込みの激しい地下排水工となる。
機労セット作業がほとんどであるが、機械数が限定
されている為、作業員の無作業時間もできてしまう。

３．工夫・改善点と適用結果

補強土壁に使用される盛土材は、力学特性を満
足する事を確認した良質発生土や、採石場製造ズ
リを使用する事が一般的であるが、近年、持続可能
な社会実現のため、建設産業ではリサイクル推進
として再生砕石利用が増加している。本事例も盛
土材として再生砕石を利用したものとなっている。
補強土壁の地下排水工に限らず、各種地下排水
工に使用される巻立砕石には、再生砕石の利用事
例が多い。盛土材と巻立砕石を再生砕石に統一化
ができれば、透水性の低い盛土材（良質発生土や
ズリ等）使用時に施工する地下排水工構造から、
施工性の良い構造に簡略化できるのではないかと
考えた。
以下は、再生砕石透水性の確認結果となる。
粒度試験結果（表―１）では、７５μm通過量＝

４．２％、１０％粒径＝０．５０５㎜、８５％粒径＝２５．０㎜の
性質を持つ再生砕石である事が分かった。
次に道路土工‐排水工指針（以下指針と記す）
より、透水性を確認。指針 P９８表３―４路盤材料
の透水係数（表―２）では、０．０７５㎜ふるい通過量
５％以下の時、最も高い透水係数（１．０～１０―１※）
を示している。※０．１
実透水係数の推定は、指針 P８７ヘーズンの実験
式（１０％粒径）により０．３８～０．２６と表―２を裏付
ける結果が得られた。指針 P１０３では、フィルター
材の選定として、有孔管の目詰まりについて８５％
粒径と有孔管の孔径により確認し、詰まらない事
が確認できた。以上から、高い透水性を持つ再生
砕石であり、巻立砕石として機能すると判断し、

地下排水工断面を（図―２）のように簡略化した。
尚、再生砕石スレーキングによる有孔管目詰ま
りの予防保全に、不織布を管に直接巻き立て、長
期に機能維持できる構造としてある。
この簡略化により断面の最小化、材料の食込み
を発生させる事無く、また人力のみの施工を可能
とした事で、飛躍的な施工性改善を図る事ができた。

４．おわりに

盛土材の透水性や、湧水量などにより採用条件
は限定、あるいは見直しが必要とされるが、施工
性改善、生産性向上効果は非常に大きい。
全体から見れば軽微な効果であるが、早期の完
成と供用を目指すことが、社会資本を整備する建
設産業として一番の地域貢献になる事と考えます。

表―１ 再生砕石の粒度試験結果

表―２ 代表的な透水係数

図―２ 簡略化した地下排水工
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